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1. はじめに 

一般に衝撃波は爆発など急激な状態の変化により生じ

る. 衝撃波や衝撃波によって誘起された高速の気体が構

造物に衝突すると, 構造物が破壊されるなどの被害が起

きたりする. 衝撃波による被害を軽減するためには, 発

生した衝撃波を如何に減衰させるかということが解決策

の 1つとして挙げられる. 例えば Bergerらは管路内に障

害物を配置し, 衝撃波との干渉実験を行い, 衝撃波の減

衰の効果を調査している. (1) 

我々はインハウス・コードを用いて, 数値シミュレー

ションを行っているが, インハウス・コードでは実装し

ていないソルバーや乱流モデルについての検討を行う際

に OpenFOAMが利用できないかと考えた． 

本発表は衝撃波を伴う圧縮性流れの数値シミュレーシ

ョンを行い, OpenFOAMおよびインハウス・コードを用

いた結果と, 実験結果との比較について議論する.  

2. 数値計算法 

2 次元圧縮性流れを対象とした. 流れは連続の式, 運

動量の式, エネルギーの式, 状態方程式により記述する.  

OpenFOAM のソルバーは rhoCentralFoam を用いた.  

計算格子は非構造格子が用いられ, セル中心有限体積法

により空間的な離散化を行う. セル境界での数値流束の

評価には Kurganovと Tadmorが提案する方法(2)が用いら

れる.  

インハウス・コードは, 直交格子により計算領域を分

割し, セル中心有限体積法により空間的な離散化を行う. 

解の高次精度化には2次精度MUSCL法(3)用いた. セル境

界での数値流束の評価にはSHUS(4)を用いた. また2段階

Runge-Kutta法を用いて時間積分を行った.  

3.  計算結果 

計算の対象とした領域を図 1 に示す. 衝撃波マッハ数

Ms=1.196 の垂直衝撃波が左から右に伝播する. 図中 Pa, 

Pb, Pewは実験での圧力センサーの位置を示しており, 垂

直衝撃波が Paを通過した時点を時刻 t = 0とする.  

計算結果の一例として, Pb における圧力の時間履歴を

図 2に示す. 図より, rhoCentralFoamとインハウス・コー

ドとの計算結果は定性的に一致していることがわかる.  

発表では実験結果との比較検証や, rhoCentralFoam を

用いての粘性や乱流モデルの影響についての報告を行

う. 

 

Fig. 1   Initial condition 

 

Fig. 2   Pressure histories at Pb 
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